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［目的及び背景］ 

 トウモロコシとソルガムの混播栽培は、トウモロコシと同時にソルガムを播種することで、１番刈はトウモロコシを

ウモロコシを主体に収穫し、２番刈は再生のソルガムを収穫するもので、高収量かつ省力的で安定した栽培技術

培技術である。ただし、１番刈の収量に占めるソルガムの割合が高すぎると飼料価値の低下やサイレージの

の品質に影響することから、ソルガムの収量割合を制御する必要がある。この点をソルガムの品種により

行おうとするものである。 

［成果内容］ 

１．１番刈でトウモロコシ主体の収量を得るには、ソルガムの品種は、ハイグレンソルゴー、高糖分ソルゴー

ゴー、スーパーシュガーソルゴー、サイレージソルゴーが適する。 

２．１番と２番のトータルで高収量を得るには、ソルガムの品種は、ゴールドソルゴー、スーパーシュガーソルゴー

ーソルゴー、カネコハイブリットソルゴーが適する。 

３．草丈の極く低い品種（ＴＤＮソルゴー・草丈で１ｍ程度）は再生が不良となり、混播栽培には向かない

い。 

［留意事項］ 

１．混播に用いるソルガムの品種は子実型、兼用型、ソルゴー型（糖蜜タイプ、普通タイプ）の中から選

ぶ。 

２．播種時期が適期をすぎるにしたがい、ソルガムの生育が旺盛となり、トウモロコシとの生育競合を起

こすとともに、ソルガムの再生収量を確保するための期間も得づらくなるので、適期播種（県北部で４月

いっぱいまで、県南部で５月１０日まで）を行う。   

３．１番刈はその後のソルガムの再生収量を確保するため、県北部で８月１２日まで、県南部で８月２０日

日までに行う。 

４．トウモロコシの品種は、収量を確保する上から、ＲＭ（相対熟度）１２０日程度のものを用いる。 

５．紫斑点病の発生が多いところでは、耐病性の品種を用いる。 
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